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＜連絡事項＞

・庶務チーム～ハンドソープの詰め替えの発注がありましたが、現在ハンドソープの詰め替えの個装の在庫が無い状態です。庶務の机の上に業務用のハンドソープがありますので、そちらで詰め替えをお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・澤田　ムメ様～昨日3/25、息子様（澤田忠典様）と長女様（赤石様）とケアマネ（石川様）と担当NS上野とSW三浦スタッフと南病棟佐々木NSで今後についての家族ミーティングをしています。詳しくは病棟メールを確認して下さい。

・高橋　英子様～家族面談の日程について連絡済みです。

・棟方　直浩様～不眠時の予測指示、エスタゾラム(2)１Ｔ処方となる。

・外山　尚武様～排便－４日目の為、指示にてグリセリン浣腸施行しウズラ大の排便３個確認する。引き続き排便確認をお願いします。

・大石　武男様～排便－４日目の為、指示にてグリセリン浣腸施行し泥状便中等量確認する。引き続き排便確認をお願いします。

・坪　　邦俊様～排便－４日目の為、指示にてグリセリン浣腸施行し排便確認している。引き続き排便確認をお願いします。

・池野　功一様～東Ｃユニット個室で短時間過ごし様子観察していますが、本日は５分ほどいると歩き出し他室侵入があります。脱衣行為は見られず。部屋の環境については「悪い。悪い。」と返答ある。スタッフが付き添える際は取り組んでいきましょう。

＜隔離室入室患者様・処遇変更＞

・小田沙也加様～昨日、気分高揚、泣き叫ぶ等の興奮状態が著明であり、他者への粗暴行為もあることから、主治医指示にて10時45分より終日隔離を開始している。終日隔離開始後も興奮症状活発にあり、暴言、壁を蹴る等の行為が見られています。3/25深夜帯、不眠で経過、興奮状態が著名であり、壁やドアを殴る、蹴る行為も激しく、身体損傷リスクが高いことから、当直医及び主治医へ情報提供し、主治医指示にてレボトミン（25）1A筋注施行。主治医指示にて終日隔離終了となり、2時30分より、身体拘束を開始している。

身体拘束開始後も興奮状態は見られていたが、徐々に落ち着き、4時過ぎより睡眠はとれている。
本日、安ヶ平Ｄｒ診察行い、身体拘束については継続指示あります。本日リントン筋注施行している。

食事の際、拘束が苦しいと話す為、上半身解除しています。歯磨きのためスタッフ付き添いでの退室後、再度入室することを拒否、抵抗し暴れることがありました。食事の際や精神症状安定している際は拘束を部分的に外し観察、対応していきましょう。

＜3/26新入院患者様＞

野田頭　真由美様（34）　主病名：統合失調症　入院形態：医療保護入院（当院入院5回目）
主治医：安ケ平Dr　　　　　SW：山田
（経過）

　前回平成22年7月31日退院後、妄想発言は聞かれていたが家事など行い落ちついて経過し、定期的に外来通院していた。平成23年3月11日の大震災を機に、妹様とおい様が同居を開始。

その頃より「妹が母のパンツを脱がせている、家に泥棒が入った、麻酔をかけられる、妹に暴力を振るわれている。」等の幻覚・被害妄想状態あり、易興奮性、早朝覚醒も多くなっていた。

診察時も大声をだし、訴えにまとまりなく、入院治療の説明に対し「今日は帰ります」と話し、本人の同意は得られず、お母様より同意得られ、9時40分　東Ａユニット（15号室）に医療保護入院となりました。
入院後の経過は、入院時東Ａユニット一般へ入院との指示でしたが、不平不満、精神症状悪化、本人希望あり東Ａ個室（11号室）へ変更としています。リントン(５)１Ａ　筋注施行。静かな環境で落ち着けるように援助していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・神田　直樹様～気分上がっているのか他患者様へ非常識な内容をハッキリと口にしたり、最近は他者との交流が徐々に少なくなり夜間は消灯後にホールに出てくることがあり、対人関係が上手く図れてないように見えます。生活リズムは改善されてきていますが、プログラムの取り組み状況が悪く、ＳＳＴでは集中せず別の方をみて話しを聞いていないことがあります。今後も対人関係の援助を続けていき生活リズムを崩さないよう関っていきましょう。

・鈴木　和則様～４月以降に措置解除予定となっています。妄想に左右された言動は見られなく、生活リズムは問題みられません。他者との交流はないも、スタッフ対面時や疾病教室では、現実的会話が出来ています。病識はあり、疾病理解はできています。服薬に関しては薬は飲まなければとは分かっていますが飲み続けるというとこには繋がっていない印象です。引き続き精神症状観察し、病状の自己管理ができ、生活の確立ができるように関って行きましょう。

・藤井　崇史様～落ち着きなく、ソワソワした様子で廊下を歩いています。本人は、副作用と話しているも、副作用症状に似た精神症状の可能性も考えられます。引き続き精神症状の観察、生活リズムが乱れないように関って行きましょう。

